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l

は

し

が

き

村
落
は
其
の
土
地
の
地
勢
、
土
壊
、
気
候
等
の
自
然
環
境
に
培
は
れ
て
特

i・
' 

黒

崎

菊

江

異
な
る
発
達
を
な
し

つ
つ
も
、
他
面
絶
え
ず
各
時
代
の
政
権
の
移
動
に
臨
伴

し
て
そ
の
政
治
的
色
調
に
彩
ち
れ
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
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こ
と
に
近
世
村
落
は
、
一
名
政
治
村
落
と
も
言
わ
れ
る
如
く
、
領
主
の
政

治
権
力
に
よ
っ
て
強
力
に
把
握
編
成
さ
れ
て
い
た
。

今
の
東
京
都
北
多
悪
郡
狛
江
町
和
泉
、
当
時
の
武
州
多
摩
郡
和
泉
村
は
、

徳
川
幕
藩
態
勢
下
、
三
給
地
と
な
っ
て
い
た
。

即
ち
総
村
高
二
二
三
石
八
斗
六
升
五
合
の
内
寛
政
八
年
頃
、
千
百
石
取
の

旗
本
（
1

）
石
谷
氏
の
知
行
所
と
し
て
百
石
、
安
永
二
年
頃
、
七
百
四
十
石
取

の
旗
本
松
下
氏
六
十
二
石
、
残
り
六
一
石
八
斗
六
升
五
合
が
大
名
井
伊
氏
の

領
地
と
な
っ
て
い
た
。

斯
く
の
如
く
、
二
旗
本
の
知
行
地
と
、
彦
根
藩
の
如
き
大
藩
の
飛
地
に
よ

り
つ
く
ら
れ
て
い
る
村
、
し
か
も
こ
の
三
給
が
劃
然
と
し
た
地
域
に
分
割
さ

れ
て
居
ら
ず
、
非
常
に
入
り
乱
れ
錯
綜
し
て
い
る
事
ハ
こ
れ
は
元
文
年
間
の

和
泉
村
全
図
の
良
く
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
〉
こ
こ
に
こ
の
地
の
特
殊
性
が

あ
る
。次

に
問
題
と
な
る
の
は
当
村
に
於
け
る
水
で
あ
る
。
北
部
か
ら
野
川
が
流

れ
、
南
部
は
多
摩
の
本
流
に
面
し
、
ほ
ぽ
中
央
に
多
塵
川
か
ら
分
水
し
た
六

郷
用
水
の
貫
流
を
持
つ
当
村
は
、
武
蔵
野
の
村
と
し
て
は
水
に
恵
ま
れ
た
地

で
、
新
た
に
用
水
路
を
つ
く
り
新
田
開
発
を
行
う
事
が
可
能
で
あ
り
、
実
際

に
盛
ん
に
新
田
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

然
し
一
方
豊
富
な
水
は
、
排
水
の
問
題
を
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に
よ
り

村
民
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
た
の
は
、
多
摩
川
の
氾
濫
で
あ
る
。

故
に
当
和
泉
村
に
於
て
は
、
水
に
対
し
濯
漉
用
水
対
策
、
治
水
対
策
の
阿

面
よ
り
こ
れ
に
当
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
わ
け
で
、
用
水
問
題
、
及
用
水
、

堤
防
、
川
除
普
請
に
際
し
、
三
給
入
会
で
あ
る
和
泉
村
が
、
如
何
に
こ
れ
に

対
処
し
た
か
、
の
点
よ
り
当
和
泉
村
の
村
落
形
態
を
明
ら
か
に
し
た
レ
。

九
六

本
研
究
は
狛
江
町
和
泉
の
石
井
家
文
書
を
史
料
と
し
て
い
る
が
、
石
井
家

が
、
井
伊
領
の
名
主
で
あ
っ

た
為
、
其
の
所
蔵
文
書
も
、
村
鑑
、
水
帳
、
御

改
五
人
組
帳
の
類
は
井
伊
領
和
泉
村
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

然
し
用
水
、
境
、
川
除
普
請
は
、

一ニ
給
合
同
で
行

っ
て
居
る
た
め
、
断
片

的
な
が
ら
、
他
二
給
地
の
動
向
を
も
窮
う
事
が
出
来
る
。

当
該
地
域
の
村
落
棒
成
に
つ
き
、
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、
内
容
よ
り
寛

政
十
二
年
と
推
定
出
来
る
村
鑑
よ
り
見
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
畑
地
が
圧
倒
的
に
多
く
、
畑
地
は
田
の
約
七
倍
、
下
回
、
下
焔
が
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－
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多
く
、
地
味
の
艮
く
な
い
事
、
新
田
、
新
姻
、
及
川
欠
地
の
多
い
事
が
知
ら

れ
る
。

次
に
耕
地
の
経
営
規
模
を
、
万
治
二
年
の
本
田
、
本
畑
及
、
新
田
新
畑
の

水
帳
よ
り
見
る
と
、
一
二
三
人
中
反
別
一
町
以
上
を
持
つ
も
の
は
、
七
人
に
過

ぎ
ず
、
九
反
以
上
回
人
、
七
反
以
上

一
、
四
反
以
上
囚、

三
反
以
上
四
、
二
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反
以
上
三
、
一
反
以
上
五
、
一
反
以
下
五
人
と
な
っ
て
居
り
、
耕
地
が
非
常

に
零
細
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
家
数
、
人
口
に
つ
い
て
み
る
と
、
井
伊
領
に
お
け
る
資
料
と
し
て
は

「
元
文
五
年
」
「
延
享
二
年
」
「
宝
暦
五
年
」
「
安
永
九
年
」
の
御
改
五
人

組
帳
拘
四
冊
が
あ
り
、
こ
の
末
尾
の
ト
ー
タ
ル
に
よ
り
天
文
五
年
よ
り
夫
明

四
年
ま
で
の
人
口
総
数
の
ひ
と
と
お
り
は
わ
か
る
わ
け
で
、
其
の
抜
翠
を
掲

げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

此
処
で
自
に
つ
く
こ
と
は
下
人
の
す
く
な
い
こ
と
で
あ
り
、
一
元
文
五
年
に

は
二
人
で
あ
っ
た
が
、
元
文
六
年
よ
り
一
人
と
な
り
、
宝
暦
五
年
以
降
は
全

然
持
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
と
相
対
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
二
十
才
以
上
の
無
配
偶
男
子
の

多
い
こ
と
で
あ
る
。

前
述
史
料
中
、
完
全
に
整
っ
て
い
る
元
文
五
年
及
び
、
宝
暦
五
年
の
御
改

五
人
組
帳
拘
を
み
る
と
、
元
文
の
際
は
五
入
居
り
、
殆
ん
ど
戸
主
の
弟
で
、

戸
主
の
家
に
同
居
し
て
居
り
、
一
ニ
O
才
、
三
十
二
イ
、
四
十
八
才
、
五
十

才
、
五
十
九
才
と
言
う
年
令
で
あ
る
。

宝
暦
に
は
六
入
居
り
、
こ
の
中
に
は
三
十
七
才
の
長
男
五
十
九
才
の
戸

主
の
兄
も
居
る
が
、
其
の
他
の
一
戸
主
の
弟
達
は
、
明
ら
か
に
分
家
出
来
な
い

為
、
止
む
を
得
ず
、
生
家
に
居
残
っ
て
居
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
又
一
戸
当
り
の
人
員
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
元
文
の
際
は
、
最
少
一

人
、
最
大
七
人
で
、
五
人
家
族
が
最
も
多
く
、
宝
暦
に
於
て
も
最
少
二
六
、

最
大
七
人
で
、
五
人
家
族
と
六
人
家
族
が
同
数
で
、
最
も
多
い
と
言
う
状
態

で
あ
る
。

こ
れ
は
当
時
の
農
村
の
人
口
構
成
よ
り
見
れ
ば
、
決
し
て
多
い
方
で
は
な

い
。
む
し
ろ
小
人
数
で
都
会
な
み
で
あ
る
。

次
に
交
政
二
年
卯
五
月
の
家
数
人
別
書
上
帳
を
見
る
と
、
次
の
表
の
如
く

で
、
労
働
可
能
人
員
が
、
一
二
十
五
人
で
男
総
数
の
約
三
分
の
一
に
し
か
当
ら

な
い
。
然
し
こ
れ
は
、
十
五
才
以
下
六
十
才
以
上
の
人
員
、
即
ち
非
労
働
人

員
が
と
く
に
多
い
か
ら
、
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
宝
暦
五
年
に
於
て
も
男

子
の
非
労
働
人
口
が
四
一
・
三
%
で
あ
り
、
当
和
泉
村
は
、
年
令
的
に
見
た

非
労
働
人
員
の
割
合
に
つ
い
て
、
特
に
問
題
は
な
い
。
虚
弱
人
一
四
人
、
が

問
題
で
、
虚
弱
人
と
は
、
如
何
な
る
程
度
の
労
働
に
対
し
て
の
虚
弱
入
な
の

九
七
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総 人 口 199 

男 99 

女 100 
15 才以下

39 60 才以上
修 験 2 

他 所江奉公 9 

虚 弱 人 14 

定 使 1 

村 役 人

差 号l 残

京数人別書土帳

〈女政2 年〉

〔註〕 差引残35 入とは，男子

人員99 人よりの差引で，

したがってと ι書上帳は

女子の数を問題にしてい

ないc

九
八

史
、
天
保
九
戊
年
七
月
の
武
州
多
摩
郡
和
泉
村

式
拾
五
ケ
村
組
合
諸
商
人
渡
世
向
取
調
書
上
帳

に
よ
れ
ば
、
井
伊
領
の
家
数
三
三
人
中
農
業
一

統
渡
世
は
二
二
、
残
り
一
一
は
農
閤
商
レ
、
並

諸
職
人
と
な
っ
て
居
る
が
、
こ
の
両
史
料
に
み

ら
れ
る
程
度
の
商
売
家
の
存
在
は
、
江
戸
近
郊

農
村
と
し
て
は
当
然
の
数
で
あ
る
。
其
の
種
別

を
み
る
と
、
ほ
ん
の
日
常
必
需
品
を
商
う
程
度

で
、
と
て
も
他
村
の
購
買
力
を
吸
収
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
何
等
特
別
な
産
物
も
、
又
特
殊
な
商
売
も
な
か
っ
た
、
と
言

う
事
が
出
来
る
。ニ

か
く
の
如
く
、
特
産
物
も
、
特
殊
な
商
売
も
持
た
ず
、
も
っ
ぱ
ら
零
細
な

耕
地
に
依
存
し
、
余
剰
人
口
は
、
他
所
へ
の
出
稼
を
持
つ
当
村
に
於
て
、
未

耕
地
の
開
拓
は
必
須
の
問
題
で
あ
り
、
加
え
て
、
江
戸
中
期
以
降
、
一
一
層
の

深
刻
さ
を
加
え
つ

つ
あ
っ

た
武
家
経
済
の
窮
乏
は
、
領
主
を
し
て
も
、
新
た

に
田
畑
を
開
発
し
、
米
穀
そ
の
他
の
農
産
物
の
増
収
を
計
る
こ
と
が
緊
急
必

要
の
事
と
な
っ
た
。

豊
富
な
水
を
利
用
し
、
盛
ん
に
新
田
開
発
を
行
っ
て
居
る
が
、
其
の
必
然

性
は
、
常
に
洪
水
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
河
原
の
荒
地
を
も
、
開
発

せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
事
は
、
本
田
、
本
畑
の
川
欠
地
が
拝
領
以
前
の
川
欠
の
令
を
除
き
、

他
に
は
割
合
す
く
な
レ
の
に
比
し
、
殆
ん
ど
の
州
欠
地
が
、
新
開
地
よ
り
出

て
い
る
事
に
よ

っ
て
も
わ
か
る
。

li I 

で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
こ
の
書
上
帳
は
、
助
郷
人
馬
徴
収
等
、
上
か
ら
の

労
働
力
徴
収
に
答
え
て
の
書
上
で
は
な
い
か
と
推
測
出
来
る
。

馬
数
を
書
き
出
し
て
い
る
事
、
女
子
の
労
働
力
を
全
然
計
算
に
入
れ
て
な

い
事
も
、
其
の
為
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
他
の
諸
村
で
も
、
虚
弱
人
を
か
く

の
如
く
多
数
書
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
他
所
へ
奉
公
に
出
て
居
る
者
が
九
人
も
居
る
が
、
こ
れ
は
、
前
述
の

下
人
問
題
、
無
配
偶
男
子
の
問
題
と
照
合
し
て
も
わ
か
る
如
く
、
当
一
村
が
そ

れ
だ
け
労
働
力
過
剰
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
労
働
力
を
活

用
す
る
余
地
の
存
し
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

次
に
、
か
か
る
農
村
に
お
け
る
生
業
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
保
七
申
年
三
月
の
「
商
売
家
数
名
前
書
上
帳
」
は
、
井
伊
領
の
み
で
な

く
、
三
給
地
全
体
の
惣
家
数
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
貴
重
で
あ
る
が
、

そ
の
ト
ー
タ
ル
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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か
く
て
開
発
し
た
地
も
、
一
度
び
洪
水
に
お
そ
わ
れ
る
や
、
一
朝
に
し
て

荒
地
と
化
し
て
し
ま
う
。
故
に
、
当
和
泉
村
に
於
て
は
、
か
く
の
如
き
川
欠

地
の
起
返
し
が
、
問
題
と
な
る
わ
け
で
、
「
起
返
し
新
田
畑
」
な
る
語
が
し

ば
／
＼
史
料
中
に
現
わ
れ
る
。
川
欠
地
の
増
大
は
、
直
接
的
に
は
田
畑
の
収

穫
を
減
ら
し
、
村
民
に
多
大
の
損
害
を
与
え
る
が
、
間
接
的
に
も
被
害
が
あ

っ
た
。
即
ち
「
甲
州
通
り
布
団
五
ケ
宿
助
郷
人
馬
」
「
駒
場
御
成
り
御
用
人
足
」

其
の
他
、
何
事
に
よ
ら
ず
、
村
方
に
抱
る
役
の
儀
は
、
本
高
六
拾
一
石
八
心

J

六
升
五
合
で
引
誇
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
村
民
が
そ
の
負
担
に
苦
し
ん

（

2
V 

だ
事
は
、
「
村
方
惣
百
姓
自
然
卜
困
窮
仕
候
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
わ

か
る
。年

を
追
い
新
田
畑
及
川
欠
起
返
し
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
年
次
別
開

発
高
、
及
び
開
発
地
域
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
省
略
し
た
い
。

一
例
と
し
て
、
天
保
五
年
五
月
、
「
当
村
川
欠
高
起
返
り
新
田
畑
差
引
書

上
帳
」
を
紹
介
し
よ
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
時
ま
で
、
川
欠
地
と
な
っ
た
土
地
は
本
高
、
高
外
反

高
場
、
新
田
畑
、
合
わ
せ
て
、
三
十
七
石
五
斗
二
升
一
合
六
才
で
あ
る
の
に

対
し
、
起
返
し
の
田
畑
は
、
総
計
三
四
石
六
斗
二
升
五
合
六
タ
一
才
で
、
差

引
二
石
八
斗
九
升
五
合
四
タ
五
才
が
、
不
足
と
示
さ
れ
て
い
る
。

然
し
、
此
処
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
川
欠
地
の
中
に

は
、
寛
永
十
年
井
伊
家
拝
領
以
前
か
ら
の
川
欠
地
が
、
二
三
石
九
斗
一
升
一

合
も
含
ま
れ
て
い
る
事
で
、
川
欠
地
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
は
言
、
実
際

に
は
、
拝
領
以
後
生
じ
た
川
欠
高
を
、
は
る
か
に
越
え
、
如
何
に
そ
の
開
発

が
盛
ん
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

＝一

以
上
の
如
き
新
回
開
発
の
実
施
に
際
し
て
は
、
外
に
川
上
、
川
下
諸
村
と

の
水
利
交
渉
あ
り
、
内
に
掘
敷
地
、
排
水
路
、
諸
費
用
負
担
、
人
足
徴
収
等

幾
多
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
が
、
今
其
の
二
、
三
を
紹
介
し
よ
う
。

先
づ
六
郷
用
水
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
郷
用
水
は
、
稲
毛
、
川
崎
の
代
官

小
泉
治
大
夫
吉
次
に
よ
り
、
慶
長
十
六
年
完
成
し
、
（
3

）
以
後
和
泉
の
幹
線

水
路
と
な
っ
て
居
た
が
、
和
泉
村
に
て
新
田
開
発
を
行
う
に
際
し
て
は
、
下

流
の
六
郷
領
三
十
五
ケ
村
用
水
組
合
の
諒
承
を
必
要
と
し
た
。

即
ち
天
保
三
年
井
伊
領
名
主
伝
三
右
衛
門
首
唱
の
も
と
に
始
め
た
西
耕
地

川
欠
立
帰
新
畑
の
新
田
開
発
は
、
六
郷
用
水
の
分
水
で
あ
る
字
上
野
根
川
掘

よ
り
、
長
五
問
、
幅
四
尺
、
深
弐
尺
の
掛
樋
を
わ
た
し
て
用
水
を
引
取
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
．
こ
の
旨
絵
図
面
を
添
え
、
「
六
郷
領
用
水
路
御
惣

代
衆
中
」
へ
申
し
入
れ
、
（
4

）
翌
四
月
二
日
に
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
和
泉

村
よ
り
六
郷
領
に
対
し
、
次
の
如
き
一
札
を
入
れ
て
い
る
。

掛
樋
－
一
付
破
損
之
場
所
出
来
仕
リ
侯
ハ
マ
其
時
之
御
差
図
ヲ
受
ケ
取
繕
可

申
候
万
一
右
仕
立
其
外
共
最
初
御
対
談
一
一
相
違
致
シ
御
領
内
用
水
之
差

障
リ
ニ
相
成
候
義
等
有
之
侯
ハ
マ
何
時
一
一
而
も
取
払
可
申
旨
被
申
聞
承
知

仕
候
其
節
一
言
之
違
乱
申
間
敷
候
為
其
年
々
御
受
回
行
差
出
申
処
仰

而
如
件
（

5
）

叉
、
天
保
四
年
和
泉
村
名
主
よ
り
代
官
所
へ
の
願
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
工

事
の
際
、
新
掘
敷
が
ど
う
し
て
も
他
こ
給
地
の
地
面
へ
か
か
る
為
、
こ
れ
を

永
代
の
潰
地
に
し
た
い
旨
申
し
述
べ
て
居
り
、
更
に
こ
の
工
事
の
際
、
悪
水

之
掘
割
を
必
要
と
し
、
こ
れ
が
な
く
て
は
、
井
伊
領
、
松
下
領
の
古
新
田
が

水
腐
の
難
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
故
、
新
に
排
水
工
事
を
行
っ
た
事
も
史
料
に

九
九
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み
え
て
い
る
。
官
〉

’
然
し
て
六
郷
用
水
利
用
の
場
令
、
和
泉
村
は
上
流
の
村
で
あ
り
、
こ
と
に

用
水
取
入
口
の
村
で
あ
っ
た
為
、
下
流
村
の
諒
承
さ
え
得
れ
ば
、
新
規
に
分

水
し
、
新
回
開
発
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
水
争
い
の
如
き
史
料
は
見

出
せ
な
い
。

然
し
、
自
然
の
川
を
用
水
に
利
用
し
た
野
川
は
、
川
自
身
の
規
模
の
ち
い

さ
い
こ
と
も
あ
り
、
叉
和
泉
村
が
下
流
村
で
あ
「
た
事
、
等
に
よ
り
、
上
流

諸
村
の
新
田
開
発
は
、
直
接
、
和
泉
村
を
は
じ
め
と
す
る
下
流
諸
村
の
水
払

底
を
招
き
、
本
田
の
経
営
に
も
困
難
を
訴
え
る
如
く
で
あ
る
。

幸
い
和
泉
村
に
於
て
は
、
六
郷
用
水
利
用
の
地
が
大
部
分
で
、
野
川
の
利

用
は
、
北
部
和
泉
の
み
で
は
あ
っ
た
が
、
次
に
其
の
状
態
に
つ
い
て
、
寛
政

十
午
年
五
月
の
訴
状
を
見
ょ
う
。

ハ
前
略
〉

当
七
ケ
村
之
儀
享
保
年
中
四
wJ
谷
御
上
水
分
水
奉
願
上
国
分
寺
村
樋
口
二

点
咋
四
方
分
水
被
仰
付
難
有
引
取
来
候
処
武
蔵
野
新
田
村
立
以
来
領
水

引
口
故
歎
出
水
多
却
而
年
々
致
水
損
候
－
一
付
叉
候
延
享
二
己
年
奉
願
土
問

郡
無
礼
村
江
右
御
上
水
樋
口
相
譲
夫
d
当
七
ケ
村
用
水
者
鯉
ケ
久
保
水
元

地
カ

－
一
而
段
々
於
水
鰭
守
野
川
d
取
入
御
田
口
相
続
仕
来
候
得
共
近
年
水
一
二

足
－
一
而
少
々
照

n
U得
者
渇
水
仕
候
－
一
付
組
合
村
々
立
ム
口
番
水
一
一
引
入
候

程
之
儀
－
一
而
至
縛
官
仕
侯
然
処
相
手
方
深
大
寺
村
上
之
方
字
叉
住
と

申
所
－
一
而
用
水
門

U
有
之
右
残
水
者
則
野
川
江
落
し
来
候
処
近
年
深
大
寺

畑
場
致
新
開
余
水
落
口
江
新
規
之
濯
を
相
立
新
開
場
』
一
新
掘
致
し
水
引
取

候
故
当
村
パ
右
野
川
一
筋
之
用
水
殊
一
一
年
会
払
底
ニ
而
差
－
一
天
井
：
ハ
中

一C
C

略
）何

卒
以
御
慈
悲
相
手
共
被
召
出
御
吟
味
之
上
新
堰
新
掘
相
留
以
来
新
規
之

儀
不
仕
候
様
－
一
被
仰
付
被
下
置
侯
ハ
ハ
難
有
仕
合
－
一
奉
存
侯
以
上

七
ケ
村
惣
代

伊
奈
友
之
助
代
官
所

武
州
多
摩
郡
金
子
村

訴
訟
人
名
主

次
郎
左
衛
門

こ
れ
は
野
川
通
り
七
ケ
村
用
水
組
合
よ
り
「
伊
奈
友
之
助
様
御
役
所
」
へ

の
訴
状
で
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
深
大
寺
新
田
開
発
に
伴
う
水
争

い
で
あ
る
が
、
そ
の
遠
因
と
見
ら
れ
る
の
が
、
武
蔵
野
新
田
の
開
発
で
あ
る

事
は
興
味
が
深
い
。

其
の
他
相
当
紛
糾
し
た
の
は
柴
崎
新
田
開
発
に
関
す
る
争
論
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
七
ケ
村
用
水
組
合
内
に
於
け
る
水
論
で
、
こ
の
際
柴
崎
村
名
主

久
次
郎
は
、
野
川
水
上
貫
井
村
名
主
武
右
衛
門
方
へ
行
き
、
岡
村
弁
天
池
の

溜
水
を
貰
い
、
こ
れ
を
野
川
刷
用
示
路
え
新
規
に
切
落
し
J

叉
佐
須
村
、
柴

崎
村
の
残
水
を
も
落
込
ん
で
，
J

水
量
を
増
し
、
下
流
諸
村
の
諒
承
を
得
ん

と
し
た
が
、
流
末
の
覚
東
村
、
小
足
立
村
、
和
泉
村
の
亡
ア
グ
村
は
、
「
平
水

一
一
間
茂
用
水
行
届
兼
難
渋
沼
犯
、
尚
叉
柴
崎
村
新
田
起
返
し
一
一
相
成
候
而
は

跡
流
末
差
支
－
一
相
成
候
」
，

f
と
異
議
を
申
た
て
、
こ
と
に
此
の
う
ち
、
覚

東
村
は
、
最
後
ま
で
故
滑
吃
申
し
立
て
、

つ
い
に
示
談
行
届
か
ね
、
訴
訟
沙

汰
に
な
っ
て
い
る
が
、
〆
！
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
其
の
後
の
処
置
を
物
語

る
史
料
を
見
出
し
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

次
に
再
び
、
天
保
四
年
代
官
所
へ
の
願
文
に
つ
い
て
見
る
と
、
三
給
入
会
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の
村
に
於
け
る
新
回
開
発
の
実
態
の
一
部
が
窺
え
る
。

ハ
前
略
〉

御
領
分
御
合
給
共
新
回
二
目
論
見
企
候
－
一
付
右
入
用
対
談
水
金
雑
費
金
之

儀
は
御
ム
ロ
給
共
一
同
出
金
可
致
筈
一
一
対
談
致
候
而
目
論
見
取
掛
リ
候
内
一
一

御
ム
ロ
給
村
役
人
λ
o
御
地
頭
所
江
相
窺
侯
処
此
方
知
行
所
に
お
い
て
新
田
開

発
之
儀
は
容
易
に
難
相
成
旨
被
仰
付
候
趣
一
一
而
差
拘
罷
在
候
得
は
Y
彼自疋

手
間
取
り
候
而
は
他
村
江
手
広
グ
掛
合
置
殊
に
対
談
等
－
一
茂
及
候
上
は
水

金
等
差
支
可
申
所
御
領
分
一
手
一
二

m新
開
可
致
趣
御
合
給
よ
り
去
ル
十
二

月
中
断
申
参
侯
：
：
：
ハ
中
略
〉

最
初
目
論
見
企
之
節
諸
入
用
出
金
高
弐
百
七
拾
九
貫
四
拾
五
文
壱
分
米
八

拾
壱
石
九
斗
四
升
八
合
相
掛
り
御
入
用
米
永
被
下
限
ニ
御
願
奉
申
上
候
連

茂
小
高
之
村
方
一
一
而
困
窮
之
御
百
姓
自
力
二
難
及
儀
－
一
乍
去
新
開
成
就
仕

候
は
Y
御
益
筋
－
一
茂
相
成
村
方
一
同
永
々
助
成
－
一
付
何
分
御
田
地
相
続
一
一

相
成
候
様
乍
恐
別
紙
帳
面
添
奉
願
上
候
間
幾
重
ニ
茂
御
憐
閥
之
程
奉
願
上

候

以

上

天
保
囚
巴
年
七
月

和
泉
村

組問年 名
頭寄主．

伝
三
右
衛
門

三
右
衛
門

四

平

次

茂

右

衛

門

御
代
官
所
様
品
）

即
ち
、
こ
の
新
田
開
発
の
計
画
は
、
は
じ
め
三
給
村
役
人
に
て
た
て
、
水

金
、
雑
費
金
は
三
給
共
同
で
出
金
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
と
こ
る
、
他
二
給

地
に
て
は
、
地
頭
所
よ
り
許
可
が
な
い
か
ら
と
、
こ
と
わ
っ
て
来
た
。
其
の

為
井
伊
領
一
手
で
開
発
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
て
、
領
主
の
下
弓
金

を
願
上
げ
て
居
る
。
然
し
こ
の
際
必
ず
し
も
井
伊
領
一
手
限
り
で
完
成
さ
せ

た
か
、
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
井
伊
領
中
心
で
行
っ
た
事
は
間
違
い
な
い
と

し
て
も
、
他
領
と
協
同
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
天
保
五
年
午
三
月
「
松
下

御
分
新
田
用
水
路
入
用
出
金
覚
」
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。

即
ち
松
下
領
に
て
は
「
西
耕
地
新
田
開
発
入
用
之
分
御
三
給
持
合
割
金
」

と
し
て
、
六
拾
五
両
を
割
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
高
金
百
九
拾
五

両
の
「
三
割
金
」
で
あ
り
、
叉
こ
の
利
息
金
に
つ
い
て
も
三
割
制
、
即
ち
三

給
で
公
平
に
同
額
づ
っ
支
払
う
制
度
が
と
ら
れ
て
居
る
。

次
に
実
政
十
一
子
年
の
柳
沢
下
新
畑
の
新
田
開
発
を
見
る
と
、
こ
の
際
の

必
要
用
水
は
六
郷
用
水
よ
り
玖
樋
に
て
分
水
し
た
猪
方
用
水
を
、
更
に
分
水

し
て
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ず
い
日
）
其
の
為
に
は
水
下
の
猪
方
村
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
「
再
応
懸
合
之
上
新
開
之
場
所
江
分
水
口
五
寸

四
方
水
門
桝
形
埋
」
を
行
っ
て
新
田
壱
町
歩
を
開
発
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
際
も
、
「
一
古
来
困
窮
之
村
方
－
一
付
右
新
田
開
発
一
一
付
諸
入
用
雑
費
金
等

銘
々
出
金
自
力
一
二
難
叶
候
－
－
付
御
願
申
上
侯
」
（
見
〉
と
領
主
よ
り
の
出
金
を

仰
ぎ
、
結
局
、
「
無
利
弐
拾
ヶ
年
賦
返
上
拝
借
被
仰
付
猶
亦
難
有
仕
合
一
一
奉

存

候

」

の

如

く

拝

借

金

を

受

け

た

事

が

わ

か

る

。

＼

か
く
の
如
く
、
当
村
に
て
は
、
一
般
に
新
田
開
発
に
際
し
て
は
領
主
よ
り

の
下
げ
金
、
拝
借
金
を
願
上
げ
て
居
る
が
、
新
田
開
発
の
具
体
的
方
法
の
一

つ
と
し
て

J

川
欠
地
を
官
姓
に
割
付
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
寛
政
八
丙

辰
六
月
の
「
御
三
給
川
原
の
立
返
新
田
取
立
連
印
帳
」
に
次
の
如
く
あ
る
c

覚

一
、
御
入
用
金
御
三
給
寄
ム
ロ
山
竹
木
売
木
被
成
其
余
は
割
地
壱
人
前
一
一
付

弐
朱
宛
差
出
し
可
申
候
事

。
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一
、
用
水
堀
割
人
足
皆
以
来
よ
り
御
触
に
付
老
人
子
供
相
除
罷
出
可
申
候

事

て
堀
敷
代
地
相
談
之
上
指
出
可
申
候
事

一
、
水
差
引
之
儀
取
入
口
よ
り
場
末
迄
惣
代
中
御
指
図
次
第
二
可
仕
候
事

一
、
惣
代
中
日
々
御
世
話
料
之
儀
開
発
田
地
壱
反
－
一
付
玄
米
壱
斗
y
、
初

年
よ
り
五
ヶ
年
之
内
一
一
開
発
仕
皆
出
来
之
よ
拾
ヶ
年
右
之
米
無
相
違

笠
出
し
可
申
候
対
談
こ
而
相
頼
候
儀
相
違
無
御
座
候
事

画

用
水
の
机
樋
の
類
の
耐
久
度
は
、
槍
、
栂
、
ひ
ば
等
を
使
用
す
れ
ば
、
十

年
万
歪
四
、
五
十
年
は
保
つ
が
、
松
、
縦
、
椎
等
の
下
木
を
用
い
る
と
僅
か

【臼
v

数
年
に
て
朽
ち
破
れ
る
と
言
わ
れ
る

用
水
施
設
に
限
ら
ず
、
堤
防
、
川
除
の
護
持
修
築
に
つ
い
て
は
、
江
戸
幕

府
を
は
じ
め
、
支
配
階
級
の
夙
に
意
を
注
い
だ
と
こ
ろ
で
、
徳
川
理
財
会
要

巻
二
十
五
、
治
水
の
部
に
収
録
せ
る
令
規
及
事
跡
を
見
て
も
よ
く
こ
れ
を
窺

う
こ
と
が
出
来
る
が
、
次
に
そ
の
一
、
こ
を
紹
介
し
よ
う
。

寸
代
官
委
託
地
ノ
吏
員
－
一
令
一
不
シ
テ
日
グ
其
一
諸
国
代
官
所
委
託
地
ノ

堤
防
溝
悶
油
椿
橋
梁
等
ノ
官
修
若
グ
ハ
民
修
ヲ
関
ハ
ズ
、
都
テ
注
意
シ
テ

大
壊
ニ
及
ザ
ル
ヲ
要
シ
、
必
ラ
ズ
其
修
築
一
一
樺
怠
ス
ル
有
ル
勿
レ
、
且
ツ

河
渠
下
流
ニ
沿
フ
村
里
ハ
各
聯
ム
ロ
ヲ
限
リ
テ
協
約
シ
、
若
グ
ハ
聯
ム
ロ
無
キ

ノ
地
方
ト
陸
モ
、
其
村
区
ヲ
限
リ

J

、
日
常
心
ヲ
用
ヒ
之
ヲ
農
民
ノ
屋
舎
ト

問
視
シ
小
破
ス
ル
有
一
フ
パ
、
其
際
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
之
ヲ
修
築
セ
バ
、
逐
年

其
破
壊
ノ
名
所
自
一
フ
減
小
シ
、
随
テ
官
民
ノ
両
費
ヲ
節
省
ス
凡
ヲ
得
」
（
後

略
〉
白
）
と
あ
り
、
叉
「
文
政
四
年
辛
巴
十
一
月
堤
防
修
築
ト
須
知
ヲ
督

令
ス
」
の
其
の
五

svを
み
る
と
、

。

「
多
摩
川
、
荒
川
其
他
川
路
巨
大
ノ
地
方
ハ
明
年
壬
午
ノ
春
月
ヨ
リ
暫
グ

手
附
手
代
ヲ
普
請
役
一
、
二
名
附
属
シ
差
遣
セ
シ
ム
ル
－
一
由
p
百
事
協
議

シ
勉
テ
簡
略
－
一
修
築
シ
必
．
ス
実
地
－
一
適
当
セ
ザ
ル
補
理
ヲ
為
ス
コ
ト
実
カ

ラ
シ
メ
ヨ
」

と
あ
り
、
多
摩
川
が
荒
川
と
共
に
治
水
上
重
要
視
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か

ス
v
o当

和
泉
村
の
修
補
改
築
普
請
の
主
な
も
の
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
よ
り
見
る
と
、
用
水
路
の
普
請
は
自
普
請
が
多
い
が
、
多
摩
川
か
ら
の

取
入
口
の
普
請
は
、
寛
政
元
年
を
除
き
、
殆
ん
ど
が
、
公
儀
普
請
と
な
っ
て

居
り
、
堤
防
、
川
除
普
請
に
於
て
も
自
普
請
は
、
寛
政
三
年
の
み
で
あ
る
。

公
儀
普
誇
、
領
主
普
請
は
、
そ
の
経
費
が
幕
府
、
或
い
は
、
諸
藩
の
負
担

に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
水
下
地
域
が
こ
れ
を
希
望
す
る
の
は
当
然

の
成
行
で
あ
り
、
幕
府
も
諸
藩
も
こ
の
増
加
に
は
困
却
し
、
極
力
こ
れ
を
制

限
し
て
居
る
。

（
路
）

金
沢
藩
の
「
水
下
銀
」
尾
州
藩
の
「
堤
銀
」
等
も
、
か
か
る
と
こ
ろ

よ
り
出
来
た
特
殊
な
制
度
で
あ
る
が
、
こ
と
に
用
水
は
特
別
の
場
合
を
除
く

の
外
、
自
普
請
で
さ
せ
る
よ
う
、
取
計
っ
た
こ
と
は
、
「
堤
防
溝
組
士
山
」
日
）

の
記
事
か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
回
開
発
の
為
、
新
規
に
引
水
す
る
場
合
に
於
い
て
も
、
「
困
窮
の
村
方

に
て
自
力
に
及
ば
ず
」
と
、
領
主
よ
り
拝
借
金
を
求
め
て
い
る
当
村
は
、
境

川
除
は
勿
論
、
ヱ
へ
保
十
四
年
本
田
用
水
路
の
修
築
さ
え
も
領
主
普
請
と
な

っ

て
い
る
。

吹
用
水
原
入
口
も
、
寛
政
元
年
を
除
き
、
他
は
全
部
公
儀
普
請
と
な
「
て

い
る
が
、
こ
れ
は
六
郷
用
水
開
撃
が

1

公
儀
費
用
で
行
わ
れ
た
事
、
と
く
に
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囲
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一

洗

μ

拾

j

一

字
玉
洗
玉
三
抵
堤
堤
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年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

一

’

9
9
ゆ

3
7
は
は
3
4
7

永
パ
パ
政
政
保
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一
化
永
h
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一

安
f

』
寛
女
夫
晶
弘
嘉

一

堤

防

JJJ 

除

取
入
口
の
普
請
は
、
単
に
和
泉
村
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
そ
の
関
係
す
る
と

こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
事
、
と
く
に
川
下
に
は
天
領
が
多
か
コ
た
こ
と
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
。
取
入
口
に
限
ら
ず
、
六
郷
用
水
関
係
は
、
普
誇
の
殆
ん
ど
が

、
こ
の
六
郷
領
三
十
五
ケ
村
用
水
組
合
と
の
協
同
普
請
で
行
わ
れ
、
こ
と
に

こ
の
協
同
普
請
の
際
、
地
王
で
あ
る
和
泉
村
は
、
「
人
足
諸
色
買
入
レ
仕
立

共
一
色
」
を
引
誇
け
て
ま
か
な

っ
て
い
た
。
（泊〉

寛
政
四
年
御
公
儀
普
誇
之
節
、
不
埼
な
る
取
計
い
が
あ
っ

た
為
、

一
時
そ

れ
を
止
め
さ
せ
ら
れ
た
が
、
村
方
一
同
難
儀
を
す
る
と
て
詑
を
入
れ
、
寛
政

五
年
よ
り
は
、
叉
、
引
続
き
元
請
を
し
て
い
た
。
高
〉

立
戸
時
代
、
用
水
、
堤
、
川
除
普
請
及
新
田
開
発
等
の
工
事
が
頻
繁
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、
普
請
の
請
負
を
業
と
す
る
者
が
生
じ
た
が
、

と
か
く
の
欠
点
を
蔵
す
る
た
め
、
地
元
の
庄
塁
、
名
主
中
心
で
行
う
水
下
村

請
を
最
長
の
方
法
と
し
て
い
た
。

故
に
当
期
泉
村
に
於
い
て
も
、
六
郷
用
水
の
み
な
ら
ず
、
堤
、
川
除
普
請

の
際
も
、
殆
ん
ど
、
井
伊
領
名
主
伝
三
右
衛
門
の
元
請
で
普
請
を
行
っ
て
い

た
が
、
か
か
る
村
請
の
場
合
は
叉
、
名
主
の
不
正
が
、
介
入
す
る
余
地
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ノ

井
伊
領
和
泉
村
年
寄
助
左
衛
門
が
、
名
主
伝
三
右
衛
門
尖
子
を
代
官
所
に

訴
え
た
安
永
十
丑
年
二
月
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
安
永
九
年
春

J

字
洗
尻
の
川

除
普
請
‘
同
年
十
二
月
の
玉
川
通
川
除
普
誇
の
際
、

ハ
前
略
〉

私
方
よ
り
申
聞
候
者
此
度
御
普
請
被
仰
付
候
義
者
百
姓
為
御
救
被
仰
付
候

由
承
知
仕
侯
得
ハ
惣
百
姓
に
相
談
之
上
被
致
可
然
趣
申
聞
候
得
者
其
儀
も

貧
着
不
仕
村
万
御
三
給
名
主
共
斗
申
合
セ
御
普
請
初
候
よ
り
以
来
村
人
足

惣
百
姓
不
残
申
付
相
勤
候
得
共
、
賃
残
等
払
方
も
不
埼
仕
殊
－
一
名
主
伝
左

衛
門
義
ハ
小
前
百
姓
共
拾
ひ
置
候
石
当
人
共
江
無
沙
汰
遺
拾
賃
銭
等
も
一

銭
払
不
申
猶
叉
字
洗
尻
川
除
御
普
請
御
屋
敷
様
』
自
り
御
入
用
を
以
去
子
春

御
普
請
被
成
下
候
蛇
籍
石
垣
等
丈
夫
－
一
相
保
侯
場
所
迄
取
崩
し
当
春
之
御

普
請
に
遺
申
候
－
一
付
私
方
よ
り
申
聞
候
御
屋
敷
様
江
御
入
用
を
以
御
普
請

被
成
丈
夫
－
一
相
保
候
場
所
迄
も
取
崩
し
候
段
ハ
不
埼
之
由
申
開
候
得
共
名

主
伝
左
衛
門
惇
権
五
郎
申
候
者
我
等
勝
手
次
第
致
し
候
様
申
之
御
屋
敷
様

に
も
不
奉
恐
入
不
法
之
挨
拶
仕
候
御
事

一
、
当
村
字
洗
尻
所
寄
合
山
江
去
子
春
中
松
苗
木
惣
百
姓
一
一
為
植
置
候
拠

一O
三

一一 ー
九一司、...
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当
春
者
右
植
立
候
場
所
当
御
普
請
所
之
土
原
場
致
し
松
苗
木
等
も
根
付
侯

こ
き
取
申
候
乍
恐
御
領
分
之
御
田
地
以
来
其
所
－
一
相
成
可
申
ュ
も
不
拘
伝

左
衛
門
親
子
に
て
勝
手
我
侭
一
一
斗
相
働
き
侯
事
：
〈
中
略
）
：
・

去
子
春
御
屋
敷
様
よ
り
御
普
誇
被
成
下
侯
節
之
人
足
賃
等
も
割
渡
し
不
由

猶
叉
当
春
御
普
誇
之
賃
銭
其
外
共
－
一
男
以
不
埼
一
一
取
斗
候
得
者
此
上
如
何

様
之
義
出
来
可
仕
も
難
斗
：
〈
後
略
〉
：

の
如
く
糾
弾
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
に
よ
り
普
請
に
関
し
て
起
る
幾

多
の
問
題
を
察
知
す
る
事
が
出
来
る
“

と
く
に
普
請
と
地
元
農
民
の
受
益
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
地
元
農
民
は
普

請
の
際
の
労
働
力
を
提
供
し
て
賃
銭
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

叉
普
誇
の
際
の
砂
利
、
竹
木
そ
の
他
の
諸
材
料
を
提
供
し
て
そ
の
代
価
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
潜
在
的
過
剰
労
働
力

を
も
っ
当
村
に
と

J

て
、
労
働
力
が
現
金
に
替
る
こ
と
は
、
大
な
る
福
音
で

あ
ろ
う
。

普
請
用
の
石
を
「
農
隙
初
畷
拾
集
め
置
様
に
」
と
は
幕
府
の
法
令
に
も
見

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
〆
2

、
こ
の
拾
賃
銭
を
一
銭
も
出
さ
ず
、
叉
人
足
賃

も
滞
っ
て
い
る
と
あ
コ
て
は
、
村
民
の
批
難
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
用
水
、
堤
、
川
除
普
請
の
際
も
、
新
田
開
発
の
場
合
と
同
様

三
給
閣
の
チ
1
ム
ワ

l
グ
が
問
題
と
な
る
。

試
み
に
普
請
に
際
し
て
の
三
給
の
態
度
を
物
語
る
ぺ
き
一
史
料
を
あ
げ
る

と
次
の
如
く
で
あ
る
。

為
取
替
申
議
定
之
事

一
、
武
州
多
摩
郡
和
泉
村
之
儀
者
御
三
給
入
会
之
村
方
』
一
而
近
来
不
取
極

メ
一
一
而
万
事
相
談
等
行
届
難
候
－
一
付
此
度
相
改
メ
以
後
御
三
給
－
一
拘
り
候

一O
四

相
談
申
度
儀
そ
有
之
節
者
触
出
シ
次
第
立
会
相
談
可
仕
侯
既
ニ
・
去
ル
午
年

中
玉
川
満
水
之
翻
9
亡
所
－
一
相
成
御
三
給
共
一
同
難
渋
罷
在
候
処
井
伊
掃

部
頭
様
御
進
達
被
成
下
置
早
速
御
公
儀
様
ぷ
皆
御
入
用
御
普
請
被
仰
付
候

節
受
負
人
相
立
御
普
請
為
相
仕
立
候
処
人
足
賃
其
外
相
滞
既
一
一
彦
根
様
御

調
ヲ
受
一
件
落
着
相
成
候
へ
共
右
等
心
得
違
λ
o
以
後
不
取
極
メ
ニ
相
成
居

候
処
猶
去
々
酉
年
中
間
川
満
水
之
翻
堤
長
弐
百
間
程
欠
落
其
外
御
田
地
亡

所
一
一
相
成
候
一
一
付
御
支
甑
様
江
度
々
御
普
請
之
儀
奉
願
上
候
処
夫
々
御
見

分
之
上
御
普
請
二
不
相
成
旨
被
仰
渡
三
組
共
一
同
当
惑
難
渋
罷
有
候
一
一
付

御
三
給
申
合
一
同
相
談
取
極
メ
井
伊
掃
部
頭
様
江
御
歎
願
申
上
御
普
請
一
一

相
成
候
様
仕
度
右
－
一
付
以
前
之
通
リ
心
得
違
等
有
之
村
方
引
継
－
一
相
成
侯

而
者
奉
対
領
主
地
頭
江
不
相
済
候
儀
こ
付
此
度
相
改
メ
儀
定
取
極
メ
左
之

通
リ一

、
御
公
儀
様
d
皆
御
入
用
御
普
請
被
仰
付
侯
ぷ
欺
叉
者
井
伊
掃
部
頭
様

川
除
御
普
請
被
仰
付
被
成
下
置
候
節
も
御
三
給
江
引
受
何
事
一
一
よ
ら
ず
、

御
普
請
一
条
之
儀
者
万
端
相
談
ヲ
以
相
仕
立
皆
出
来
之
上
御
三
給
共
一
同

立
会
夫
々
遺
払
等
取
調
諸
勘
定
明
白
ュ
仕
候
上
過
不
足
之
儀
者
三
給
高
割

ヲ
以
無
差
支
早
々
差
出
し
可
申
侯
若
不
正
之
原
斗
有
之
侯
ハ
、
高
割
出
金

差
出
し
申
闇
敷
候
事

右
之
趣
御
三
給
一
同
立
会
相
談
之
上
此
度
相
改
メ
議
定
取
極
メ
候
上
者
相

互
＝
違
変
仕
間
敷
候
為
後
証
為
取
替
証
文
伺
而
如
件

井
伊
掃
部
頭
領
分

武
州
多
摩
郡
和
泉
村

嘉

永

四

亥

年

三

月

官

姓

代

市

五

年

寄

作

兵

衛郎

＠＠ 
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主

松
下
大
学
知
行
所

同
州
問
郡
同
村

百

姓

代

喜

兵

衛

組

頭

七

郎

右

衛

門

年

寄

叉

市

石
ヶ
谷
友
之
助
知
行
所

同
州
同
郡
同
村

百

姓

代

弥

三

石

衛

門

年

寄

甚

五

郎

名

主

綱

造

三
給
入
会
之
村
の
特
殊
性
が
よ
く
窺
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
三
給
入
会

の
村
で
あ
る
為
、
近
来
こ
と
に
纏
り
が
悪
く
な
っ
て
い
た
事
、
こ
の
纏
り
の

悪
く
な
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
弘
化
三
年
の
公
儀
普
請
の
際
．
人
足
賃
其
外

が
滞
る
よ
う
な
心
得
違
い
が
あ
っ
た
事
、
こ
れ
は
井
伊
家
の
取
計
で
落
着
し

た
事
、
等
が
わ
か
る
が
、
更
に
こ
の
文
書
に
よ
り
、
当
三
給
地
は
、
井
伊
家

の
如
き
幕
府
の
有
力
者
を
持
つ
故
に
、
普
請
に
際
し
て
は
、
井
伊
家
を
通
じ

て
先
づ
公
儀
普
請
を
願
出
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
時
は
、
直
接
井
伊
家
に
す
が

っ
て
出
金
を
願
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
わ
か
り
、
双
三
給
内
に
於
い
て
は

石
谷
、
松
下
の
二
給
地
が
、
如
何
に
井
伊
領
に
依
存
し
て
い
た
か
、
と
言
う

点
も
窺
え
る
＝

多

⑮ 

良E

⑮ ⑮ ⑮  ⑮＠  

む

す

び

斯
く
の
如
く
、
和
泉
村
は
江
戸
近
郊
に
あ
り
、
江
戸
在
住
の
消
費
階
級
で

あ
る
領
主
、
知
行
主
に
と
っ
て
便
利
な
場
所
で
あ
っ
た
。
便
利
で
あ
る
が
故

に
、
少
し
で
も
生
産
を
増
加
さ
せ
、
収
入
を
あ
げ
る
べ
く
自
を
か
け
努
力
し

て
い
る
。
か
か
る
点
よ
り
み
れ
ば
、
封
建
統
治
下
に
あ
り
、
恵
ま
れ
て
い
る

村
か
の
如
く
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
見
得
た
史
料
に
よ
っ
て
は
、
農
民
一
授
の
こ
と
も
な
く
、
治
安

は
維
持
さ
れ
、
至
極
平
穏
で
あ
る
。

然
し
生
活
に
余
裕
が
あ
っ
た
か
と
言
う
に
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
、
す
で

に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
然
し
て
、
か
く
の
如
き
停
滞
的
状
態
を
打
破
す
る

為
、
名
主
も
、
村
民
も
何
等
の
努
力
も
し
て
い
な
い
。

何
か
と
言
う
と
領
主
に
依
存
す
る
こ
と
の
み
考
え
て
い
る
。

「
生
か
さ
ぬ
よ
う
、
殺
さ
ぬ
よ
う
」
と
は
、
近
世
封
建
領
主
の
対
農
民
政

策
の
モ
wJ

ト
ー
で
あ
っ
た
と
は
言
へ
、
余
り
に
も
自
主
性
の
な
い
、
村
民

の
生
活
態
度
で
は
な
か
ろ
う
か
。
常
に
封
建
的
依
存
度
の
高
い
村
で
あ
り
、

叉
そ
れ
が
可
能
な
村
で
あ
「
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

以
上
、
井
伊
領
中
心
に
述
べ
て
来
た
が
、
同
一
条
件
下
に
あ
っ
た
他
二
給

地
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
規
模
の
小
さ
い
村
で

あ
る
が
、
此
処
に
徳
川
封
建
制
下
の
特
殊
な
断
層
を
見
出
し
得
た
。

然
し
て
本
研
究
が
近
世
農
村
社
会
経
済
史
の
綜
合
的
研
究
に
際
L
．
何
等

か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
周
地
的
、
実
在
的
研
究
が

更
に
集
成
さ
れ
、
綜
合
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
本
研
究
を
更
に
高
所
よ
り

再
検
討
、
再
編
成
さ
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

註
（
1
J

寛
政
重
侍
諸
家
譜

ハ
2
）
御
等
一
一
付
奉
申
上
候
（
年
代
不
暁
〉

（

3
〉
川
崎
誌
考
所
収
山
田
蔵
太
郎
氏
薯

ハ
4
〉（
5
〉
天
保
三
辰
年
十
二
月
、
差
入
車
一
札
之
事

一O
五

Hosei University Repository



ハ
6
〉
天
保
十
四
卯
年
二
月

「
字
西
耕
地
本
回
用
悪
ホ
杭
柵
出
来
方
仕
様
帳
」

（
7
〉
嘉
永
元
申
年
八
月
差
入
市
議
定
証
安
之
事

（
8
〉
嘉
永
ご
百
年

E
月
継
言
而
議
定
之
事

（
9
〉
乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候
ハ
年
代
不
明
〉

ハ
叩
〉
天
保
四
巴
年
七
月
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

ハ
日
〉
天
保
ご
年
卯
月
「
此
度
新
回
開
発
意
趣
書
付
拘
置
」

ハ
ロ
〉
文
政
十
一
子
年
十
一
一
月
ぺ
御
請
書
一
札
之
事
」

ハ
ロ
〉
ハ
M
W
〉
喜
多
村
俊
夫
氏
著
、
日
本
濯
概
水
利
慣
行
の
史
的
研
究

ハ
u
x
m
u
経
済
叢
書
巻
十
七
頁
二
四
五

（
臼
〉
問
右

h
q

頁
二
五

O

（
げ
〉
佐
藤
信
淵
家
学
金
集
上
巻
、
堤
防
溝
油
志
巻
一

（
m
x
m〉
寛
政
五
年
丑
二
月
、
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

寛
政
十
一
来
年
ご
月
、
取
替
シ
一
札
之
事

一O
六

法

政

学
（
第
八
号
）

史

紀
元
七
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
事
情

i
l
特
に
ベ
ネ
デ
イ
グ
ト
修
道
士
の
活
動
に
つ
い
て

l
l

加
役
万
人
足
寄
場
に
つ
い
て
合
一
〉

江
戸
時
代
天
領
下
に
お
け
る
助
郷
の
研
究

l
l
特
に
式
州
多
摩
郡
関
前
村
を
中
心
と
し
て
｜

論

支

梗

概

江
一
同
時
代
に
お
け
る
新
田
村
落
形
成
過
程
の
研
究

1
1
特
に
武
蔵
野
新
田
を
中
心
と
し
て

1
1

近
世
封
建
社
会
の
研
究

1
1
特
に
判
例
に
現
わ
れ
る
家
族
制
度
の
問
題
を
中
心
と
し
て

i
中

鰹
漁
業
経
営
の
一
端

近
世
封
建
社
会
土
地
制
度
の
経
済
史
的
一
考
察

l
l
新
聞
を
中
心
と
し
て

l
l

法
政
大
学
史
学
会
々
報
・
そ
の
他

ヤ7丸桜桜大

内
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長

山
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縦

井
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